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Ⅰ．緒言 
スポーツにおいてはコーチングが重要で

あるにも関わらず、バスケットボールのコ

ーチングに関する研究が日本ではほとんど

なされていない。トップレベルのバスケッ

トボール指導者について研究することで、

日本バスケットボールの新たな可能性が見

出せると考えた。社会学で用いられてきた

質的研究をスポーツ心理学の分野に応用し

た Cote et al. (1993)の研究方法が指導者を
研究する手段として有効であり、本研究の

研究方法とした。 
本研究の目的は、高い競技力の高等学校

バスケットボールチームの指導者が現在大

切にしている指導、理想と考える指導、そ

してその理想が達成されない要因について

明らかにし、そこから日本の育成年代バス

ケットボール指導の問題点と方向性の手掛

かりを導き出すことである。 
 
Ⅱ．方法 
対象者は、競技成績の優秀な高等学校バ

スケットボールチームの指導者４名である。

1 対 1 の半構造的、深層的、自由回答的イ
ンタビューによって得られたデータを質的

分析法によって分析した。［現在の指導で大

切にしていること（以下、現在の指導）］、

［指導者が理想とする指導（以下、理想の

指導）］、［その理想の指導が実現できない要

因（以下、乖離を生む要因）］の 3つの分析
テーマを設定し、それを基に以下の手順を

踏んだ。 
1) インタビューデータの文字起こし 
2) インタビューデータから分析テーマに
合った部分を抜き出す意味単位の抽出 

3) 類似した意味単位同士を括るカテゴリ
ーの作成 

4) 得られたカテゴリーの関係性を表す概
念図の作成 

 本研究は、以下の三点によって信頼性を

確保した。第一に、インタビューの方法を

半構造的にすることで、対象者への質問の

均一化を図った。第二に、インタビュー前

後に練習現場の観察を行い、その内容をメ

モに取った。その情報をデータ分析時に活

用することで、より精細な分析が可能とな

った。第三に、筆者によって抽出された意

味単位・カテゴリー群の妥当性を確保する

ために、意味単位の抽出の段階から質的研

究に精通する研究協力者 3 名によって分析
内容が検証された。 
 
Ⅲ．結果 
１．現在の指導 
 《選手・チームの意識》と、《指導者の意

識》、そしてそれらの支えとなる《育成環境》

の 3つがカテゴリーとして括られた（図１）。 
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２．理想の指導 
《選手に求めること》と、《指導者が自身

に求めること》の 2 つのカテゴリーに分類
された（図 2）。 
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３．乖離を生む要因 
指導者では解消できない《不可避な事象》

がカテゴリーとして整理された（図３）。 

大カテゴリー サブカテゴリー

図３．乖離を生む要因の階層的カテゴリー 一覧

時間の制約

不可避な事象 人数の制約

年齢的問題

 
 

４．カテゴリーについての概念図 
これらの結果からカテゴリー同士の関係

性を以下の概念図で示した（図４）。 
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Ⅳ．考察 
日本の高等学校の競技成績が優秀なバス

ケットボールチームの指導者は、国内の競

技を重視している為、現在の指導と理想の

指導の乖離は小さいということが考察され

た。更なる競技力向上を図るには世界を視

野に入れて指導を行う必要があると示唆さ

れた。 
育成年代トップレベルのバスケットボー

ル指導者は、指導において人間形成を重視

していることが示された。北村ら(2005)の
研究でも同様の結果が得られている。 
対象となった指導者は、自身の指導力向

上に他の指導者との関わりが影響を与えて

きたことを述べている。このことから、バ

スケットボールの指導改善には、他の指導

者の存在が重要であると示唆された。 
サッカー指導者を対象とした先行研究の

結果と比較すると、種目が異なる場合であ

っても、育成年代の捉え方や、スポーツに

おける環境の重要性は同様な意味合いを持

つことが示唆された 
 
Ⅴ．今後の課題 
 トップレベルの指導者が保持している個

性と独自の指導スタイルに着目し、焦点を

絞った研究を行う事で、指導力向上の別の

手掛かりが掴めると考えられる。 


